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編集後記・休刊のお知らせ
　「 リ オ 会 議 を 主 催 し た ス ト ロ ン グ（Maurice Strong） は、 は じ め か ら SD（Sustainable 
Development）を “ 経済 ” “ 社会 ” “ 環境 ” という 3 つの側面から総合的に考えるべきだと主張しまし
た。その後、世界銀行も “ 経済成長 ” “ 社会開発 ” “ 環境保全 ” の三つが持続的に発展をすること、これ
を SD だとしました。」
　「地球というものは有限なので、環境という枠組みの中で他のふたつを考えるようにしないと、この
概念は成り立たないはずだ（中略）、都留重人先生は SD を「維持可能な発展」と訳そうといわれました。
つまり地球環境が維持できる範囲で、経済や社会の発展を考えるのが正しいというのです。」
　「SS（Sustainable Society）というのを、次の 5 つの命題が総合的に実現する社会だと一応仮説を
立てております。第 1 が、平和を維持すること。特に、核戦争を防止することです。第 2 が、環境と資
源を保全・再生し、地球は人間を含む多様な生態系の環境として、維持・改善すること。第 3 が、絶対
的貧困を克服して、社会的・経済的な不公正を除去すること。第 4 が、民主主義を国際、国内的に確立
すること。第 5 が、基本的人権と思想、表現の自由を達成し、多様な文化の共生を進めることです。」
　これは、宮本憲一氏（元滋賀大学学長）が、法政大学サステイナビリティ研究教育機構創立記念シン
ポジウム（2010 年 1 月）の基調講演で述べた言葉である（本誌創刊号（2010 年 8 月発刊）に収録）。
　サステイナビリティ研究の基盤や射程は、ほぼこれに示されているとおりではないか。本誌は、創刊
以来、そのような基盤と射程を持つ幅広い研究の成果を公開し、研究の進展を図る場を提供してきた。
　しかしながら、法政大学の都合によって、本誌は、この号をもって休刊とすることとなった。創刊号
に収録したシンポジウムのテーマは『サステイナビリティ研究のフロンティア』であった。そして、今
号の特集テーマは『サステイナビリティ概念を問い直す』である。
　フロンティアは、常に問い直し続けることで開けていく。サステイナビリティ研究の進展に寄与する
場を失うことは残念であるが、研究の引き続きの進展を祈念する。
　創刊号以来、刊行にご協力いただいた方々、投稿いただいた研究者、そして読者の皆様に深く感謝し
ます。
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